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霧鍵灘縄鐵犠嚢難覇譲論

辮翻懸欝灘響年7組男36人

　　蓬代表飯塚信男さん）

………すべての年代に喜んで利用されるような全国有数のリゾート地とす

るために、いかに他の方面の整備や開発を進めるかがポイントとなろう。

　しかし、整備、開発も、ただやみくもにやったのでは意味はない。そこ

に住む人々、すなわち私共にとって有益なものでなければならない。この

最低条件をみたすために、自然環境の保全との調和、地域産業との調和と

共存と発展、生活環境の充実と確立、地域の文化財伝統技術等の保存と活

用、土地利用の適正化と合理化などに配慮しなければならないであろう。

　　　縫蓬溝慧

灘護麟鍵郷の総灘薦　・・

繕議獲生さん
　　　（水沢中学校2年〉

……一その時ではすでに遅いのです。もし、リゾートを作るならば21世紀

あるいはもっと先の事を考えた中でじっくり計画を練り、皆が本当にゆっ

たりできるものにして欲しいと思います。

　都会に近づくことだけが、よりよい十日町づくりではありません。十日

町の目標となる「YOU－TOPIC構想」の中の、Character（キャラクター）

という言葉のとおり個性ある地域、私の考えるに、都会と対象的な地域を

作っていく必要があると思います。

齢懸灘擬礁懸饗襲．欝浄

欝総続一郎さん
　　　（水沢中学校2年）

一……このリゾート開発に必要なものは何かと、僕なりに考えてみた。

　それは、この構想に対する市民の大きな賛成、支持、協力が一番大切だ

と思う。それには、十日町市全体にこの構想を知ってもらうための講演、

演説や、市民の声を直に聞き、反論も取り入れることや、それにとどまら

ず、他の都市からの協力も得たほうがよりよいと思う。

………リゾート開発にあたって、僕の希望というか願いは、この十日町市

の美しい自然を生かした開発をしてほしいということだけである。

鑛撞羅薦繭1灘馨醗辮欝町

灘麹　蒙一郎さん
　　　（南中学校2年）

………リ．ゾートではスキー場などの観光開発を重点的に整備させ、市民と

観光客が両方とも楽しめるリゾート地になってほしいと思っています，

　リゾート客にはリゾート地に来て自然に恵まれた土地や雪に接して、魅

力のあるまちにして、又、21世紀に向けては十日町の市街地がもっと発展、

整備されてほしいと思います。でも、リゾートという名だけ光があたり、

お年寄りが「昔は人情も自然もよかったが今は……」どなげいている姿に

してはならない。よりよいまちを創るのは僕達の責任であると思います。

　
　
●

　上に紹介した4つの文（抜粋）は、市が募集したr21世紀へ

向けたまちづくり論文』の応募作品です（受章者は市報2月25

日号で紹介）。一般の部、中・高校生の部あわせて45編でした

が、多くの皆さんが「リゾート」について関心を持ち、貴重な

提言を寄せていました。

　市民が期待を寄せるリゾート開発計画を進める「㈱当問高原

リゾート」が2月に設立、業務が始められました。2～3㌻で

同社の概要についてお知らせします。



＿⊥L』

　　　　　　瀬轄灘瀟麟，碧、．

　　　　　　捲晦漁◎

萎経房ロ誉タイプです。　　『』　　　　リゾートは単なる心身のリフレッシュの場から、新た蕉る豊かな生活創造

VはV　l　V　A（ビバ・…イタリア語で　　　の場へと変貌しつつあります。自然特性、社会特性に恵まれた『当問高原地区

“万歳”の意味）、Aは当間をさ　　では、従来の通過型リゾートではない、滞在型リゾートの実現を目ざして、

しています・Vは緑色・Aは赤色　　　・新しい生活圏・（リゾート・コミュニティ）を地元の人々と一緒になって、

で示され、イタリア国旗の色から
　　　　　　　　　　　　　　　　つくりあげていきます。
とりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　生活を楽しむ国イタリアのライフスタイルを手本に、夏はゴルフ・テニス、

　　　　　　　　　　　　　　　　冬はスキー・室内プールなど、オールシーズン楽しめるスポーツリゾートを

リ
ゾ
ー
ト
開
発
を
進
め
る

　
　
　
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
が
誕
生

　
二
月
十
日
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
『
株
式
会

社
　
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
』
の
創
立
総

会
が
開
か
れ
、
定
款
の
承
認
、
役
員
の

選
任
な
ど
の
各
事
項
が
可
決
さ
れ
、
同

社
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
市
報
1
月
1
0
日
号
で
「
当
間
高
原
リ

ゾ
ー
ト
開
発
計
画
」
の
概
要
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
後
こ
の
開
発
計

画
を
長
い
将
来
に
わ
た
っ
て
、
市
民
や

市
と
連
携
を
と
り
合
い
な
が
ら
、
同
社

が
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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団
体
か
ら
出
資

公
・
民
共
同
の
第
三
セ
ク
タ
ー

　
公
共
と
民
間
が
共
同
出
資
し
て
つ
く

っ
た
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
株
式
会
社

で
す
。

　
公
共
は
十
日
町
市
と
中
里
村
の
二
、

民
間
は
鹿
島
建
設
㈱
を
は
じ
め
と
し
た

二
十
四
の
企
業
等
、
あ
わ
せ
て
二
十
六

の
出
資
団
体
（
株
主
）
に
な
り
ま
す
。

な
お
新
潟
県
も
三
月
中
に
加
わ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
出
資
団
体
に
つ
い

て
は
三
罫
，
左
上
の
会
社
概
要
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
会
社
（
本
店
事
務
所
）
は
、
市
役
所

前
の
マ
ト
新
ビ
ル
ニ
階
に
あ
り
ま
す
。

　
当
初
の
資
本
金
は
三
億
円
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
遠
大
な
開
発
計
画
を
見
込

ん
で
授
権
資
本
は
十
二
億
円
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
※
授
権
資
本
…
開
発
計
画
等
の
状
況

に
応
じ
て
、
取
締
役
会
で
増
や
す
こ
と

が
で
き
る
資
本
金
の
枠
。

当
初
の
業
務
内
容

企
画
・
調
査
や
用
地
交
渉
な
ど

　
現
在
、
丸
橋
信
之
・
取
締
役
本
店
事

務
所
長
（
鹿
島
建
設
㈱
北
陸
支
店
営
業

部
長
）
の
も
と
、
主
要
出
資
企
業
四
社

か
ら
出
向
し
た
七
人
の
常
勤
職
員
で
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に

公
共
、
民
間
か
ら
の
職
員
の
出
向
を
図

り
な
が
ら
業
務
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
役
員
（
社
長
・
副
社
長
）
は
次
の
皆

さ
ん
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

▼
代
表
取
締
役
社
長
ー
梅
田
健
次
郎

　
（
鹿
島
建
設
㈱
代
表
取
締
役
副
社
長
）

▼
代
表
取
締
役
副
社
長
⊥
二
宅
清
士

　
（
東
京
電
力
㈱
理
事
）

▼
代
表
取
締
役
副
社
長
“
近
藤
哲
雄

　
（
十
日
町
市
助
役
）

　
当
面
は
、
開
発
計
画
の
実
施
に
向
け

た
事
業
計
画
の
策
定
、
事
業
手
法
の
企

画
・
調
査
等
の
作
業
を
進
め
る
と
と
も

に
、
地
元
地
権
者
と
の
用
地
交
渉
な
ど

の
業
務
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
三
月
十
四
日
～
二
十
六
日
＼

㈱当間高原リゾート

　代表取締役社長

梅田健次郎

　
当
社
は
、
新
潟
県
の
リ
ゾ
ー
ト
整

備
構
想
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー

ト
新
潟
」
の
特
定
地
域
で
あ
る
『
当

間
高
原
ゾ
ー
ン
』
に
お
け
る
リ
ゾ
ー

ト
開
発
の
推
進
を
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
当
間
山
か
ら
伸
び
る
広
大
な
高
原

に
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
や
大
規

模
な
研
修
機
能
を
備
え
た
施
設
お
よ

び
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
進

め
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
国
際
的
な

交
流
を
念
頭
に
、
高
原
ス
ポ
ー
ツ
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
型
の
リ
ゾ
ー
ト
の
展
開

を
目
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
第
一
歩
と
し
ま
し
て
当
面
は
、

こ
の
リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
企
画
段
階
か

ら
実
施
段
階
に
ま
で
高
め
る
た
め
の

事
業
計
画
の
策
定
、
事
業
手
法
の
企

画
・
調
査
等
を
、
各
関
係
団
体
や
地

元
の
方
々
の
全
面
的
な
ご
協
力
の
も

と
に
推
進
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
き
た
る
べ
き
二
十
一
世
紀
を
見
す

え
た
調
和
の
あ
る
総
合
リ
ゾ
ー
ト
計

画
の
推
進
は
、
必
ず
や
十
日
町
・
中

魚
沼
地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
べ
ん
た
つ

格
別
の
ご
指
導
、
ご
鞭
燵
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2



／
ま
で
の
日
程
で
、
視
察
団
（
一
行
二

十
七
人
）
が
開
発
計
画
の
イ
メ
ー
ジ
と

な
る
イ
タ
リ
ア
ほ
か
を
訪
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
は
広
い
事
業

　
各
種
の
経
営
、
建
設
、
販
売
等

　
定
款
に
は
次
の
事
業
目
的
が
あ
げ
ら

れ
、
将
来
的
に
は
幅
広
い
事
業
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
ゴ
ル
フ
場
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
遊
園

　
地
等
の
経
営

②
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
、
保
養
所
、
研
修

株式会社当間高原リゾートの概要

　
　
　
行

鋤
帽
銀

8
1
用
　
　
社

57

月
信
　
会

一
2
券
行
式
社

52

年
債
銀
株
会

盈
元
本
井
行
式

（
成
日
三
銀
株

m
平
社
社
託
業

地
　
会
会
信
林

番
日
式
式
菱
瀬

5
月
株
株
三
尾

目
年

丁
立
　
　
　
社

3
設
　
　
　
会

町
．
　
　
　
式

歳
　
　
村
社
株

千
　
ー
里
会
フ

市
　
主
中
式
ツ

圃
櫻
市
難

＋
3
体
町
建
ク

　
　
　
　
　
日
島
　
ツ

地
金
団
＋
鹿
ピ

在
本
資
／
／
ム

　
　
　
　
　
共
間
リ

所
資
出

　
　
　
　
　
　
　
　
オ

■
　
■
　
■
公
民

　
施
設
等
の
経
営

③
住
宅
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ビ
ル
、
別
荘

　
等
の
建
設
・
販
売
・
管
理

④
当
間
高
原
地
区
総
合
保
養
地
域
開
発

　
に
関
す
る
調
査
・
研
究
・
企
画
・
設

　
計
・
監
理

⑤
不
動
産
の
売
買
・
賃
貸
借
・
仲
介

⑥
旅
行
業

⑦
広
告
業

⑧
損
害
保
険
代
理
業

⑨
酒
類
、
た
ば
こ
の
販
売

⑩
前
各
号
に
付
帯
関
連
す
る
一
切
の
事

　
業

東京電力株式会社　　　　　　　共立建設株式会社

日本電信電話株式会社　　　　　株式会社第四銀行

株式会社青木建設　　　　　　　株式会社北越銀行

ミサワホーム株式会社　　　　　株式会社大光相互銀行

株式会社N　T　Tスーパースポーツクラブ　株式会社新潟中央銀行

株式会社関電工　　　　　　　　新潟県信用組合

住友生命保険相互会社　　　　　十日町商工会議所

東京海上火災保険株式会社　　　十日町市農業協同組合

東北電力株式会社　　　　　　　十日町織物工業協同組合

雪
国
リ
ゾ
ー
ト
の
将
来
は
…
…

　
　
　
「
雪
と
緑
の
ふ
る
さ
と
交
流
会
」
開
催

　
”
雪
国
リ
ゾ
ー
ト
の
将
来
を
考
え
る
”

を
テ
ー
マ
に
『
雪
と
緑
の
ふ
る
さ
と
交

流
会
’
m
Y
U
K
I
G
U
N
I
（
雪
国
）
』

が
二
月
十
五
日
ク
ロ
ス
m
で
開
か
れ
、

国
、
県
、
リ
ゾ
ー
ト
特
定
地
域
十
四
市

町
村
、
経
済
団
体
の
皆
さ
ん
約
五
百
五

十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
交
流
会
は
、
　
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ

ゾ
ー
ト
新
潟
」
構
想
が
国
の
承
認
を
受

け
た
祝
い
、
そ
し
て
雪
国
に
お
け
る
リ「この場が新たな交流の糸口となれば……」君県知事があいさつを。

ゾ
ー
ト
整
備
の
展
望
と
課
題
を
考
え
る

場
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
君
健
男
県
知
事
の
あ
い
さ
つ
、
桜
井

新
国
土
庁
政
務
次
官
の
祝
辞
に
つ
づ
い

て
、
記
念
講
演
（
原
重
一
働
日
本
交
通

公
社
調
査
部
長
「
リ
ゾ
ー
ト
づ
く
り
の

要
諦
」
）
、
次
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
発
計
画
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
□
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
…

…
『
ビ
バ
・
リ
ゾ
ー
ト
A
T
E
M
A
』

発
表
者
・
今
井
康
幸
さ
ん
（
㈱
当
間
高

原
リ
ゾ
ー
ト
事
業
計
画
課
長
）

　
□
長
峰
奥
添
地
開
発
計
画
…
…
『
大

衆
に
愛
さ
れ
る
新
感
覚
の
ウ
イ
ン
タ
ー

リ
ゾ
ー
ト
』
発
表
者
・
鈴
木
昌
男
さ
ん

（
長
峰
奥
添
地
開
発
㈱
社
長
）

　
□
川
口
・
堀
之
内
地
区
開
発
計
画
…

…
『
滞
在
型
家
族
旅
行
村
』
発
表
者
・

青
柳
弘
さ
ん
（
川
口
町
長
）

　
□
南
越
後
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
…
…

『
リ
バ
ブ
ル
・
タ
ウ
ン
・
リ
ゾ
ー
ト
南

越
後
』
発
表
者
・
後
藤
常
元
さ
ん
（
南

越
後
リ
ゾ
ー
ト
開
発
㈱
社
長
）

⑳
一
㊤
ビ
バ
・
リ
ゾ
ー
ト
A
T
E
M
A
㊧
0
、

今井康幸さん

　
雪
と
緑
の
ふ
る
さ
と
「
マ
イ
・
ラ
イ

フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
構
想
・
当
間
高

原
地
区
三
、
〇
一
一
診
の
う
ち
、
山
岳
ス

キ
ー
ゾ
ー
ン
を
除
い
た
河
岸
段
丘
を
対

象
と
し
て
い
る
。

　
当
初
の
開
発
対
象
は
珠
川
原
（
五
一

〇
診
）
と
し
、
状
況
に
応
じ
て
隣
接
す

る
南
雲
原
等
に
広
げ
て
い
く
。

　
珠
川
原
の
開
発
に
つ
い
て
は
二
年
後

の
平
成
三
年
に
着
手
し
、
期
間
は
約
十

五
年
、
総
事
業
費
は
約
千
五
百
億
円
を

見
込
ん
で
い
る
。
南
雲
原
等
を
含
め
た

全
体
で
は
十
五
年
～
三
十
年
と
い
う
期

間
に
な
る
。

　
基
本
的
に
は
北
イ
タ
リ
ア
の
イ
メ
ー

ジ
を
べ
ー
ス
と
し
、
　
「
ス
ポ
ー
ツ
と
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」
を
中
心
に
、
二
十
一

世
紀
の
日
本
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

先
取
り
し
た
生
活
を
楽
し
む
ま
ち
『
ビ

バ
・
リ
ゾ
ー
ト
A
T
E
M
A
』
を
目
ざ

す
。
夏
は
ゴ
ル
フ
・
テ
ニ
ス
、
冬
は
ス

キ
ー
・
室
内
プ
ー
ル
な
ど
、
オ
ー
ル
シ

ー
ズ
ン
リ
ゾ
ー
ト
を
核
と
し
て
、
ゆ
と

り
の
あ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
ゾ
ー
ト
を
つ

く
り
だ
し
て
い
く
。

　
珠
川
原
に
は
、
　
「
セ
ン
タ
i
」
　
「
企

業
研
修
」
　
「
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
」
　
「
集
合

ハ
ウ
ス
」
　
「
戸
建
別
荘
」
　
「
リ
ゾ
ー
ト

フ
ァ
ー
ム
」
　
「
ス
キ
ー
」
の
各
ゾ
ー
ン

を
計
画
し
て
い
る
。

3とおガ夢3平成元年3月10日



入にともない傭
時

消費税

すまさ～基準目（今年2月璽目）～

　
昨
年
、
国
会
で
税
制
改
革
の
関
連
法
律
が
成
立
し
、
こ

の
中
で
消
費
税
の
創
設
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
老
齢
福
祉
年
金
、
特
別
障
豊

者
手
当
の
受
給
者
な
ど
に
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
向
上
、

低
所
得
の
在
宅
ね
た
き
り
老
人
な
ど
に
対
す
る
在
宅
介
護

の
支
援
の
た
め
、
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
（
一
時
金
）
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
支
給
金
額
は
福
祉
給

付
金
が
、
一
人
に
つ
き
一
万
円
、
介
護
福
祉
金
が
一
人
に

つ
き
五
万
円
で
す
。
支
給
対
象
者
お
よ
び
支
給
方
法
は
次

の
と
お
り
で
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

　
支
給
の
対
象
者
は
、
今
年
二

月
一
日
現
在
で
左
表
の
臨
時
福

祉
給
付
金
ω
～
㈹
に
該
当
す
る

人
で
す
。
た
だ
し
、
ω
～
㈹
に

該
当
し
て
い
る
場
合
で
も
、
二

月
一
日
現
在
で
生
活
保
護
を
受

け
て
い
る
人
や
社
会
福
祉
施
設

に
入
所
し
て
い
る
人
は
、
別
の

制
度
で
措
置
さ
れ
る
（
生
活
保

護
費
に
一
万
円
加
え
て
支
給
な

ど
）
た
め
、
こ
の
福
祉
給
付
金

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

臨
時
介
護
福
祉
金

　
支
給
の
対
象
者
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。
前
記
の
福
祉
給
付

金
は
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
の
介
護
福
祉
金
は
該
当
者
が

い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
基
準
日
（
二
月
一

日
）
に
病
院
・
診
療
所
に
継
続

し
て
三
ヵ
月
を
超
え
て
入
院
（
昭

和
六
十
三
年
十
月
三
十
一
日
以

前
か
ら
入
院
）
し
て
い
る
人
や

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い

る
人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

受
給
の
申
請

　
こ
の
給
付
金
が
受
給
可
能
と

思
わ
れ
る
対
象
者
に
は
個
人
別

に
申
請
書
を
送
付
し
ま
し
た
が

受
給
可
能
と
思
わ
れ
る
人
で
、

申
請
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合

に
は
左
表
下
の
担
当
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
提
出

　
三
月
二
十
二
日
（
水
）
ま
で

に
市
役
所
の
各
担
当
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
の
方
法

　
五
月
上
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
の
金

融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
（
郵
便
局
の
口
座
を
除
く
）
。

　
た
だ
し
、
口
座
の
な
い
人
に

つ
い
て
は
市
役
所
・
出
張
所
等

の
窓
口
で
現
金
で
お
支
払
い
し

ま
す
。

◎
◎⑩

◎◎

③◎

身
体
障
害
者

家
庭
奉
仕
員

派
遣
事
業

　
日
常
生
活
が
困
難
な
重
度
身

障
者
の
家
庭
に
奉
仕
員
を
派
遣

し
て
家
事
や
介
護
等
、
日
常
生

活
の
世
話
を
行
い
ま
す
。

在
宅
重
度
身

体
障
害
者
短

期
保
護
事
業

　
障
害
者
を
介
護
し
て
い
る
家

族
が
、
疾
病
、
冠
婚
葬
祭
等
で

介
護
が
で
き
な
い
場
合
に
一
時

的
に
保
護
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
事

務
所
援
護
係
（
智
5
7
1
3
1
1

1
内
線
鵬
）
へ
。

支給対象者
　臨時福祉給付金
　　～対象者1人につき1万円～
（1）老齢福祉年金受給者

（2）障害基礎年金のうち旧障害福祉年金の

　受給者（年金証書の記号番号の左から

　5桁目と6桁目が「63」または「26」

　に該当）

（3〉遺族基礎年金のうち旧母子・準母子福

　祉年金受給者（年金証書の左から5桁

　目と6桁目が「27」または「28」に該

　当）

（4）児童扶養手当受給者

（5）障害児福祉手当受給者

（6）特別障害者手当受給者

（7）福祉手当（経過措置分）受給者

（8）原爆被爆者諸手当受給者

（9）本年2月分特別児童扶養手当の支給対

　象の障害児

（10）高齢低所得者（大正8年2月1日以前

　に生まれた人および本人の扶養者が市

　民税非課税世帯）

　臨時介護福祉金
　　～対象者1人につき5万円～
（1）基準日（2月1日現在）で生活保護を

　受けている人か、市民税非課税世帯ま

　たは均等割のみの課税世帯に属してい

　る人で、次のいずれかに該当する人

①基準日において危ヵ月以上（昭和63年

　8月1日以前）継続して、ねたきりや
　ちほう
　痴呆等の状態にあるため、常時介護を

　必要としている65歳以上の人（大正13

　年2月1日以前に生まれた人）

②本年2月分の障害児福祉手当、特別障

　害者手当または福祉手当（経過措置分）

　を受給できる人

★問い合わせ（市役所は盈57－3111です）

　老齢福祉年金関係は市民課年金係（盈

内線144・145）へ。福祉手当関係は社会福

祉事務所援護係（盈内線132・133）へ。

老人福祉関係は社会福祉事務所社会係

（盈内線136）へ。
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あ
な
た
に

　
　
　
　
　
　
便
利
な

　
税
金
や
保
険
料
な
ど
を
納
め

る
方
法
に
は
、
預
金
口
座
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
口
座
振
替
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
個
々
に
納
め
ら
れ
る
場
合
は
、

納
期
の
つ
ど
金
融
機
関
に
行
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
月
末

は
窓
口
が
混
雑
す
る
な
ど
大
変

で
す
。
納
付
書
を
な
く
し
た
り
、

ウ
ッ
カ
リ
忘
れ
て
し
ま
う
と
い

う
心
配
が
あ
り
ま
す
。
納
期
が

来
る
と
自
動
的
に
振
替
ら
れ
、

正
確
で
効
率
よ
く
て
便
利
で
す
。

　
大
幅
な
電
算
処
理
に
よ
り
、

振
替
が
よ
り
一
層
、
省
力
化
で

き
る
よ
う
に
見
直
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、
金
融

機
関
と
の
協
議
に
よ
り
四
月
か

ら
次
の
と
お
り
振
替
内
容
を
一

部
変
更
し
ま
す
。

　
な
お
、
上
・
下
水
道
の
使
用

料
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
振
替
日
の
変
更

　
振
替
日
は
月
末
で
す
。
た
だ

し
、
月
末
で
金
融
機
関
が
休
み

の
場
合
は
翌
営
業
日
と
な
り
ま

す
。

振
替
日
の
特
例

　
四
月
に
限
り
、
振
替
日
は
四

月
二
十
八
日
働
で
す
。
対
象
は

国
民
年
金
保
険
料
随
時
分
、
保

口
座
振
替
制
度
で
す

育
料
で
す
。
残
高
不
足
な
ど
振

替
が
不
可
能
と
な
っ
た
分
は
、

口
座
振
替
で
は
納
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
後
日
、
送
ら
れ
る
納
付
書

で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法

　
預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

で
契
約
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
印
鑑
と
預
金
通
帳
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
依
頼
書
に
よ
り

振
替
契
約
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
依
頼
書
は
三
部
複
写
で
本

人
、
金
融
機
関
、
市
役
所
で
そ

れ
ぞ
れ
保
管
し
ま
す
。

振
替
の
開
始

　
依
頼
書
が
金
融
機
関
か
ら
市

役
所
へ
届
き
ま
す
と
、
当
月
分

を
振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

月
の
途
中
で
申
し
込
ま
れ
た
場

合
は
翌
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。

　
振
替
額
の
確
認
は
、
預
金
通

帳
で
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
半
年
ご
と
に
「
口
座
振
替

済
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

そ
の
通
知
書
に
は
窓
口
で
納
入

さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

変
更
・
解
約

　
一
度
、
市
役
所
に
登
録
さ
れ

た
口
座
内
容
は
変
更
・
解
約
の

手
続
き
を
し
な
い
限
り
継
続
し

ま
す
。
口
座
の
解
約
や
名
義
変

更
、
納
入
方
法
を
変
更
し
た
い

人
は
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
（
管

理
収
納
係
盈
5
7
－
3
1
1
1
内

線
m
・
％
・
㎎
）
へ
。

　
　
　
所
有
者
に

　
　
　
　
　
か
か
り

　
　
　
　
　
　
　
ま
す

　
軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日

現
在
の
所
有
者
に
か
か
り
ま
す
．

次
の
場
合
は
税
務
課
（
伽
㏄
を

超
え
る
バ
イ
ク
、
軽
四
輪
は
購

入
先
）
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。

　
①
売
買
で
名
義
を
変
更
し
た

と
き
1
税
務
課
に
あ
る
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
新
・

旧
所
有
者
の
氏
名
、
押
印
を
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
バ
イ
ク
を
廃
車
す
る
と
き

や
転
出
先
で
使
用
す
る
と
き
は
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
③
手
続
き
が
終
わ
ら
な
い
と

い
つ
ま
で
も
課
税
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
音
心
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
固
定

資
産
税
係
（
盈
5
7
1
3
1
1
1

内
線
囎
）
へ
．

霧
谷
埋
立
地

　
　
　
　
⑳
開
通

　
霧
谷
埋
立
地
へ
の
通
行
が
三

月
二
十
日
㈹
か
ら
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
だ
残
雪
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
通
行
す
る
と
き

は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
埋
立
地
は
「
燃
え
な
い
ご
み
」

の
処
分
場
で
す
。
燃
え
る
ご
み
、

家
庭
の
廃
材
、
油
類
、
工
業
用

の
薬
品
な
ど
は
持
ち
込
む
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
　
衛
生
施
設
組

合
（
盈
5
2
－
3
9
2
4
）
へ
。

　
家
屋
の
解
体
で
生
ず
る
木
く

ず
や
そ
の
燃
え
が
ら
な
ど
の
廃

棄
物
を
河
川
、
そ
の
ほ
か
の
場

所
に
捨
て
る
こ
と
は
法
律
で
禁

　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
川
西

入
町
衛
生
施
設
組
合

　
　
　
　
　
で
は
、
こ
の
ほ
ど

購
～
星
隻
国
民

車
で
離
魏
辞
環

搬　
　
資

　
　
　
　
　
「
深
あ
お
り
ダ
ン

　
　
融

運
元
虹
腰
購
入
し

翼
用
難
難

処
咋
古
－
な
－
運
行
上

み　
　
　
　
　
の
危
険
防
止
と
ご

　
　
　
　
　
み
の
飛
散
防
止
の

こ
た
め
に
新
し
－
し

　
　
　
　
　
た
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
つ
よ
う
に
努

力
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
も
「
収

集
計
画
表
」
と
「
ご
み
の
出
し

方
の
き
ま
り
」
を
よ
く
見
て
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
よ
う
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

んなの足として活躍しています

な
く
そ
う
野
焼
き

じ
ら
れ
、
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

（
左
の
条
文
参
照
）

　
ま
た
、
野
焼
き
は
大
気
汚
染

や
灰
の
飛
散
で
周
辺
の
生
活
環

を
損
な
っ
た
り
、
火
災
予
防
の
点

か
ら
見
て
も
望
ま
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
木
く
ず
は
焼
却
炉
で
燃

す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
木
く
ず
の
運
搬
や
焼

却
を
委
託
す
る
ど
き
は
専
門
の

許
可
業
者
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

◎
河
川
法
施
行
令
第
十
六
条
の

四　
み
だ
り
に
河
川
区
域
内
の
土

　
地
に
土
石
ま
た
は
ご
み
h
ふ

　
ん
、
尿
、
鳥
獣
の
死
体
、
そ

　
の
ほ
か
の
汚
物
も
し
く
は
廃

　
物
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。

◎
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
第
十
六
条

　
み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
て

　
は
な
ら
な
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
魚
沼
地
区
産

業
廃
棄
物
処
理
業
協
会
十
日
町

分
会
（
盈
5
7
1
1
5
3
1
）
ま

た
は
十
日
町
保
健
所
（
盈
5
7
1

2
4
0
0
）
保
健
衛
生
課
環
境

衛
生
係
（
盈
5
7
－
3
1
1
1
内

線
毘
）
へ
。
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講
激
動
の
昭
和
を
つ
づ
る
「
大
井
田
物
語
」
を
発
刊

　
公
民
館
大
井
田
分
館
（
池
田
又
治
分
館
長
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
、
昭
和

還
暦
「
大
井
田
物
語
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
地
域
の
人
た
ち
が
、

昭
和
の
六
十
年
間
の
時
代
を
区
切
っ
て
、
三
年
間
で
編
集
さ
れ
た
も
の
で

す
。
A
五
判
、
箱
入
り
七
百
十
六
バ
、
、
三
千
円
。
南
新
田
、
四
日
町
新
田
、

難難

灘
翼

思い出の写真もたくさん使っています

四
日
町
、
尾
崎
、
五
軒
新
田
の
五
町
内

の
暮
ら
し
や
風
習
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

証
言
や
記
録
集
で
す
。

　
そ
の
内
容
は
、
昭
和
初
期
の
大
井
田
、

大
井
田
発
展
の
基
盤
、
戦
争
と
大
井
田
、

戦
後
大
井
田
の
政
治
や
経
済
、
交
通
、

運
輸
、
通
信
な
ど
が
集
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
大
井
田
の
「
昭
和
史
」
と

し
て
後
世
に
残
さ
れ
る
こ
と
は
確
か
で

す
。
な
お
、
購
入
希
望
者
は
中
条
地
区

公
民
館
（
盈
5
2
－
2
7
4
8
）
へ
。

「
＋
日
町
～
田
代
線
」
廃
止
新
し
い
形
で
ス
タ
ー
ト

　
越
後
交
通
㈱
の
定
期
バ
ス
路
線
「
十
日
町
～
宮
中
～
中
里
～
田
代
」
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
か
わ
っ
て
三
月
一
日
㈲
か
ら
は
、
越
後
交
通
観
光
バ

ス
㈱
が
「
土
市
駅
前
～
宮
中
～
中
里
～
田
代
」
を
代
替
輸
送
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
出
発
式
が
一
日
、出発式でテープカットする関係者

中
里
村
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
廃
止
さ

　
れ
た
路
線
は
乗
車
密
度
二
～
四
人
で
採

　
算
性
に
乏
し
い
路
線
で
し
た
が
、
地
域

　
住
民
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、
越
後
交

　
通
㈱
、
十
日
町
市
、
中
里
村
の
三
者
が

　
協
議
し
た
結
果
、
両
市
村
が
補
助
金
を

　
出
し
て
代
替
輸
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま

　
し
た
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
バ
ス
に
比
べ
、
小
さ
い

　
バ
ス
で
運
行
す
る
た
め
冬
期
間
、
道
路

　
幅
が
狭
く
て
運
休
し
て
い
た
の
が
、
今

　
後
は
通
年
運
行
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　難蕪：　　／！l
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春を呼ぶ多聞天押舎祭り

籔
鵜
’

笥ら短

　
　
　
　
，
灘
響

　
　
　
　
窒
難

　
　
　
　
臼
雛
灘
欝

　
誹
、
騰
ー

鰹
，
、　100余年の歴史をもつ多聞天押合祭り。家内安

全、五穀豊穣の読経。「サンヨ（撒与）サンヨ」

の掛け声が夜の来迎寺境内に響く。以前は多聞

天をまつる聖衆院（水野町）で開かれた。

『　　ぐへ

　　3ま＝》！趣r

l／N悔ゾ覧
　疎』4．’←’・ノ

　　　　　、減々

鈴木　　蘭さん

　（広報協力員）

拶
霧
聾
露
鳴
膝
塵
勝
毫
〃
夢

生
け
花
は
老
い
て
若
さ
の
特
効
薬
で
す

　
近
所
の
小
沢
サ
ト
さ
ん
（
七
十
八
歳
）

に
誘
わ
れ
て
小
泉
生
活
セ
ン
タ
ー
で
生

け
花
を
始
め
た
ん
で
す
。
ち
ょ
こ
っ
と
、

基
本
だ
け
で
も
教
え
て
い
た
だ
き
た
く

岩田キヨさん
　（小泉1・72歳）

て
ね
。
今
、
生
け
て
あ
る
の
は
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
、
ア
イ
リ
ワ
ヘ
南
天
で
す
。

　
吉
田
公
民
館
で
三
年
ほ
ど
書
道
を
習

っ
て
い
た
の
で
す
け
ど
遠
く
て
や
め
て

し
ま
い
ま
し
た
。
花
を
生
け
る
に
は
、

曲
げ
る
、
留
め
る
、
上
手
に
切
る
と
い

う
三
つ
の
技
法
が
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

型
に
は
ま
ら
な
い
、
上
手
・
下
手
は
別

に
し
て
気
楽
な
気
持
ち
で
習
っ
て
い
ま

す
。
自
分
の
生
け
た
花
は
満
足
し
ま
せ

ん
が
、
花
は
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
て

若
さ
を
保
つ
特
効
薬
だ
と
思
っ
て
る
の

で
す
。

人
と
会
う
と
毎
日
が
新
鮮
な
気
持
ち
で
す

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
入
会
し

た
の
は
昭
和
五
十
八
年
で
す
。
入
会
の

動
機
は
、
と
に
か
く
働
き
た
い
こ
と
で

し
た
。
ま
だ
ま
だ
家
へ
引
き
こ
も
る
年

小林典一さん
　（高田町5・74歳）

じ
ゃ
な
い
し
、
長
生
き
し
て
い
く
う
え

で
幅
が
広
が
る
と
思
っ
て
ね
。
ペ
ン
キ

塗
り
、
公
園
の
消
毒
や
除
草
な
ど
の
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
も
う
七
年

に
な
り
ま
し
た
よ
。

　
常
に
人
と
会
う
と
い
う
と
こ
ろ
で
毎

日
が
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
し
、

お
客
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
の
が
、

体
に
い
い
ん
で
す
よ
。
家
へ
帰
っ
て
一

杯
や
る
の
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
す
ね
。

来
年
は
、
七
十
五
歳
に
な
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
元
気
だ
か
ら
、
喜
ん
で
働
き

た
い
で
す
ね
。
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霧
今
年
は
子
ど
も
だ
け
の
多
聞
天
押
合
祭
り

　
三
月
三
日
夜
、
多
聞
天
押
合
祭
り
が
来
迎
寺
境
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
異
常
少
雪
の
た
め
、
大
人
の
裸
押
し
合
い
は
取
り
や
め
と
な
り
、

子
ど
も
押
し
合
い
が
中
心
に
な
り
ま
し
た
。
　
「
サ
ン
ヨ
、
サ
ン
ヨ
」
の
掛

け
声
と
と
も
に
大
人
顔
負
け
の
子
ど
も
た
ち
の
ぶ
つ
か
り
合
い
が
。
福
札

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

境内は春を告げる熱気でいっぱい

の
争
奪
戦
の
も
み
合
い
が
激
し
い
ほ
ど

五
穀
豊
穣
や
商
売
繁
昌
に
ご
利
益
を
招

く
と
い
う
祭
り
で
す
。

　
「
大
人
の
裸
押
し
合
い
が
な
く
な
っ

て
活
気
が
な
く
な
る
と
心
配
し
ま
し
た

が
、
そ
の
分
、
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ

ん
集
ま
っ
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
」

と
世
話
役
の
根
津
正
信
さ
ん
が
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
福
札
も
二
百
枚
ほ
ど
ま

か
れ
、
景
品
に
は
大
福
俵
や
フ
ァ
ミ
コ

ン
、
学
用
品
な
ど
が
用
意
さ
れ
ま
し
た
。

騨赤倉神楽

24会のリーダーの皆さん

蟹膠騨騨　
伝紙芸能

郵

N
S
T
ビ
デ
オ
リ
ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
十
日
町
支
部

　
　
　
　
連
絡
先
”
小
川
正
毅
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
磐
町
3
。
5
1
）

　
「
動
き
と
音
。
生
に
近
い
状
態
で
記

録
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
ビ
デ
オ
の
一
番

の
魅
力
で
す
ね
」
と
会
長
の
小
川
さ
ん

が
。
会
員
は
カ
メ
ラ
や
8
ミ
リ
を
手
に

し
た
経
験
者
二
十
人
で
す
が
、
全
員
が

一
緒
に
な
る
こ
と
は
年
一
回
ぐ
ら
い
、

普
段
は
一
人
ひ
と
り
で
動
い
て
い
ま
す
。

　
会
の
名
が
示
す
と
お
り
、
N
S
T
新

潟
総
合
テ
レ
ビ
に
市
の
出
来
事
を
提
供

す
る
こ
と
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す

が
、
機
材
や
テ
ー
プ
は
個
人
持
ち
と
い

う
、
十
日
町
市
を
P
R
す
る
ボ
ラ
ン
テ

イ
ァ
集
団
と
い
え
ま
す
。

　
「
自
分
の
も
の
が
放
映
さ
れ
た
と
き

は
、
も
う
最
高
の
気
分
。
で
も
何
回
送

っ
て
も
放
映
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
よ
」
と
会
員
の
皆
さ
ん
の
声
。

　
少
し
で
も
よ
い
も
の
を
と
、
四
大
ま

つ
り
を
は
じ
め
一
年
中
イ
ベ
ン
ト
を
追

い
か
け
回
し
て
い
ま
す
。
ビ
デ
オ
歴
七

年
～
十
年
の
皆
さ
ん
。
腕
を
買
わ
れ
て

結
婚
式
な
ど
の
お
祝
い
ご
と
の
撮
影
を

頼
ま
れ
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
と
か
。

　
「
カ
メ
ラ
を
振
り
回
さ
な
い
、
ズ
ー

ム
付
き
で
も
で
き
る
だ
け
近
づ
い
て
、

表
情
に
注
意
…
…
」
。
撮
影
時
の
注
意

事
項
で
す
。
ど
う
も
う
ま
く
撮
れ
な
い
、

ビ
デ
オ
に
興
味
が
あ
る
、
そ
ん
な
皆
さ

ん
を
待
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
一
度
ぜ

ひ
連
絡
し
て
み
て
下
さ
い
。

自分の住

　
話
し
合
い
を
基
に
ま
と
ま
り
を

　
赤
倉
の
若
者
た
ち
で
作
っ
て
い
る
十

五
人
の
集
ま
り
で
す
。
私
た
ち
は
、
職

業
や
二
ー
ズ
な
ど
の
違
い
で
し
ば
し
ば

脱
線
す
る
も
の
の
「
話
し
合
い
の
重
要

さ
」
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

が
一
人
ひ
と
り
が
主
役
で
あ
る
と
い
う

自
覚
を
養
う
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
地
域
で
大
き
な
ま
と
ま
り
を
作

ろ
う
と
一
生
懸
命
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
春
の
団
有
林
の
手
入
れ

や
野
球
大
会
。
そ
し
て
神
楽
の
保
存
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
四
月
、

「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
桜
祭
り
」
に
出

か
け
、
日
本
芸
能
の
一
つ
と
し
て
上
演

し
て
き
ま
し
た
。

　
伝
統
芸
能
を
保
存
す
る
の
も
役
割

　
毎
年
、
九
月
初
め
に
萩
、
ス
ス
キ
に

飾
ら
れ
た
大
き
な
舞
台
で
赤
倉
を
出
て

行
っ
た
人
、
O
B
の
皆
さ
ん
に
神
楽
の

「
舞
い
」
を
被
露
す
る
の
は
最
高
の
ひ

と
と
き
で
す
。

　
雪
祭
り
に
も
毎
年
参
加
し
、
今
年
は

雪
不
足
で
心
配
し
ま
し
た
が
、
　
「
絶
対

に
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
賞
状
を
手
に
す
る
ん

だ
」
と
い
う
意
気
込
み
の
お
か
げ
で
見

事
、
新
潟
県
建
設
業
協
会
十
日
町
支
部

長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
そ
の
祝
賀
会
で
も
ち
を
つ
き
、
う
さ

ぎ
汁
、
串
も
ち
を
食
べ
な
が
ら
受
賞
の

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。
小
学
校

の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
先
生

や
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
持
ち
、
中

よ
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
代
々
受
け
継

が
れ
た
伝
統
芸
能
を
地
域
ぐ
る
み
で
保

存
す
る
の
も
大
き
な
役
割
で
す
。

　
ま
た
、
赤
倉
に
来
て
く
れ
た
人
た
ち

と
の
交
流
や
親
善
を
図
る
こ
と
も
大
き

な
目
的
で
す
。
我
々
の
会
が
抱
え
て
い

る
悩
み
を
あ
え
て
捜
す
と
す
れ
ば
、
後

継
者
が
ど
れ
だ
け
育
っ
て
く
れ
る
か

け
れ
ど
も
、
そ
ん
な
心
配
は
な
さ
そ
う

で
す
子
ど
も
た
ち
が
や
が
て
青
年
、
そ

し
て
壮
年
に
な
り
、
私
た
ち
の
伝
統
を

守
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
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市では＼福祉の充実を行政の大 きな柱の一つとしてとらえ＼ 高齢

化社会に対応した施設の整備や障害 者の住みよいまちづくりを進めてい

ます。そこで＼日ごろ福祉に関心を持つ ている民生委員の藤木マツさん（上町）

と小海秀夫社会福祉事務所長から福祉行 政について話し合っていただきました。

撒　
社
会
保
障
が
進
み

　
　
生
活
保
護
世
帯
の
減
少

藤
木
　
民
生
委
員
に
な
っ
て
、
社
会
福

祉
事
務
所
の
仕
事
は
非
常
に
窓
口
が
広

い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

小
海
　
福
祉
行
政
は
大
き
く
分
け
て
、

生
活
保
護
、
母
子
、
老
人
、
障
害
者
、

児
童
福
祉
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
仕

事
を
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
係
で
分
担
し
て

や
っ
て
い
ま
す
。

藤
木
　
ど
ん
な
係
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。小

海
　
「
援
護
係
」
で
生
活
保
護
、
障

害
者
、
母
子
な
ど
を
。
　
「
福
祉
係
」
で

保
育
所
と
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
仕

事
を
。
　
「
社
会
係
」
で
老
人
、
家
庭
奉

仕
員
な
ど
の
仕
事
を
や
っ
て
い
ま
す
。

藤
木
　
現
在
、
生
活
保
護
世
帯
の
実
態

は
ど
ん
な
状
況
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

小
海
　
現
在
百
十
六
の
保
護
世
帯
が
あ

り
ま
す
が
、
年
々
社
会
保
障
制
度
が
充

実
し
、
五
年
前
に
比
べ
て
約
半
分
に
減

っ
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
は
基
準
に
基

づ
き
決
定
し
ま
す
が
、
生
活
扶
助
、
医

療
扶
助
、
教
育
扶
助
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

藤
木
　
母
子
福
祉
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
が
、
ど
ん
な
施
策
が
あ
る
の
で
す

か
。小

海
　
世
相
を
反
映
し
て
、
交
通
事
故

な
ど
に
よ
り
不
幸
に
し
て
ご
主
人
や
奥

さ
ん
を
失
い
、
経
済
的
、
精
神
的
に
恵

ま
れ
な
い
家
庭
が
増
え
て
い
ま
す
．
こ

れ
ら
の
人
た
ち
に
対
し
て
、
母
子
福
祉

資
金
の
貸
し
付
け
や
母
子
福
祉
団
体
へ

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

藤木マツさん

饗
害
湧
住
み
よ
い

撒
　
ま
ち
つ
く
り
に
努
力

藤
木
　
保
護
世
帯
は
減
少
傾
向
に
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
障
害
者
福
祉
対

策
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

小
海
　
国
際
障
害
者
年
を
契
機
に
「
障

害
者
の
社
会
参
加
と
平
等
」
を
目
ざ
し
、

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が

計
画
さ
れ
、
昭
和
六
十
一
年
に
完
成
し

ま
し
た
。
現
在
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
中
心
に
二
団
体
が
利
用
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
か
ら
も
機
能
回

復
訓
練
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り

が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障

害
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
、
歩
道
の
改
修
や
公
共
施
設

に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
自
動
ド
ア
、
身

障
者
用
ト
イ
レ
な
ど
を
設
置
し
て
、
環

境
整
備
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

小海秀夫華霧灘

藤
木
　
年
々
児
童
の
数
が
減
少
し
て
い

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
く
ら
い

減
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

小
海
　
十
年
前
に
は
約
五
千
人
の
就
学

前
の
児
童
が
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
約

三
千
人
に
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
出
生
児
の
減
少
に
よ
り
総
合

的
な
保
育
行
政
の
見
直
し
が
必
要
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

灘
高
齢
化
社
会
を
迎
え

撒
　
福
祉
二
ー
ズ
を
調
査

藤
木
　
年
々
お
年
寄
り
が
増
え
て
い
る

中
で
、
老
人
問
題
は
地
域
社
会
で
も
さ

け
て
通
れ
な
い
課
題
で
す
ね
。

小
海
　
確
か
に
老
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
も
多
く
な
り
、
約

二
百
世
帯
に
な
り
ま
し
た
。

藤
木
　
具
体
的
に
は
ど
ん
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

小
海
　
ま
ず
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の

充
実
を
図
る
た
め
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
育

成
や
労
働
能
力
活
用
事
業
の
推
進
を
。

健
康
の
保
持
の
た
め
に
軽
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
促
進
し
、

ゲ
！
ト
ボ
ー
ル
場
の
確
保
に
協
力
し
て

い
ま
す
。
ま
た
在
宅
福
祉
の
充
実
の
た

め
、
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣
制
度
が
あ

り
ま
す
。

藤
木
　
昨
年
、
特
養
老
人
ホ
ー
ム
「
三

好
園
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、
そ

の
後
の
入
所
、
利
用
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

小
海
　
三
好
園
は
、
ね
た
き
り
老
人
な

ど
介
護
を
必
要
と
す
る
老
人
を
対
象
に

し
た
施
設
で
す
が
、
定
員
の
七
十
人
が

入
所
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
十
人
ほ
ど

の
老
人
が
入
所
希
望
を
し
て
い
ま
す
。

藤
木
　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
利
用

者
が
少
な
い
と
伺
い
ま
し
た
が
。

小
海
　
三
好
園
で
は
一
般
入
所
の
ほ
か

に
、
毎
日
送
迎
す
る
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

と
短
期
間
老
人
を
あ
ず
か
る
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ィ
ー
（
短
期
保
護
）
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
施
設
が
で
き
て
間
も
な
い

こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ

い
て
十
分
知
ら
れ
て
い
な
い
面
が
あ
り

ま
す
。
民
生
委
貝
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ぜ

ひ
P
R
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

藤
木
　
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
せ
る
こ

と
や
短
期
保
護
に
対
し
て
潜
在
意
識
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

小
海
　
事
実
、
介
護
が
大
変
で
入
所
申

請
し
て
も
、
入
所
す
る
段
階
に
な
っ
て

か
ら
入
所
申
請
の
取
り
下
げ
を
す
る
と

い
う
よ
う
な
事
例
も
あ
り
ま
す
。

藤
木
　
昨
年
、
ね
た
き
り
老
人
の
介
護

教
室
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り

け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
痴

呆
性
老
人
の
対
策
が
今
後
の
大
き
な
課

題
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

小
海
　
福
祉
事
務
所
に
「
高
齢
者
サ
ー

．
ビ
ス
調
整
チ
ー
ム
」
と
い
う
組
織
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、
地
域
に
ど

ん
な
福
祉
二
ー
ズ
が
あ
る
か
を
調
査
し
、

そ
の
意
見
を
行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く

と
い
う
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
福
祉
行
政
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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　　　材　料
・レバー・バセリ・ねぎ（白いもとの部

分＼残りはみじん切りでタレに入れる）

〈タレ＞・水…100GG・しδ⇒ゆ…カ・．ソ

プ／・酒…50CC・いりごま…大さじ4

～2・砂糟…大さじ2・みりん…大さ

じ／～2・にんにく…3～5かけ・ご
ま油＼豆板醤（とうばんじゃん）＼ネギ

（みじん切り）…適宜

宮沢イッ子さん

（鵡1、漕）

　
柔
ら
か
な
歯
ざ
わ
り
で
す
よ

　
か
ら
揚
げ
し
た
レ
バ
ー
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
一
ロ
カ
ッ
風
。
主
人
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
酒
の
さ
か
な
に
、
育
ち
盛
り

の
三
人
娘
は
貧
血
防
止
に
と
、
な
か
な

か
好
評
で
す
。

　
レ
バ
ー
の
栄
養
分
を
に
が
さ
な
い
よ

う
に
と
、
新
鮮
な
も
の
を
使
い
、
血
ぬ

き
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

〈
作
り
方
〉
①
レ
バ
ー
を
食
べ
や
す
い

大
き
さ
に
切
り
、
水
け
を
切
っ
て
お
く
。

②
片
栗
粉
に
ま
ぶ
し
て
、
中
温
の
油
で

揚
げ
る
。
※
揚
げ
す
ぎ
る
と
、
か
た
く

な
っ
て
レ
バ
ー
の
う
ま
味
が
な
く
な
る
。

0
揚
げ
た
て
の
レ
バ
ー
を
器
に
並
べ
、

熱
い
う
ち
に
タ
レ
を
か
け
る
。
※
熱
い

う
ち
に
か
け
る
と
、
タ
レ
が
レ
バ
ー
に

よ
く
な
じ
む
。

④
彩
ど
り
に
パ
セ
リ
、
ネ
ギ
を
飾
っ
て

で
き
あ
が
り
。

　
タ
レ
…
…
テ
レ
ビ
の
料
理
番
組
を
ヒ

ン
ト
に
し
た
「
四
川
風
タ
レ
」
。
前
日

に
作
っ
て
、
ね
か
せ
て
お
い
た
方
が
な

れ
て
お
い
し
く
な
り
ま
す
。
み
じ
ん
切

り
の
ネ
ギ
は
、
レ
バ
ー
に
か
け
る
前
に

混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
。

　
好
み
で
酢
を
少
し
入
れ
て
も
お
い
し

い
で
す
。
豚
肉
や
鳥
肉
の
か
ら
揚
げ
に

も
よ
く
合
い
ま
す
。
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馬場小学校

　
　
　
れ

●
●
●
●
●
●
σ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　　　　　　．、嚢鍵1・　愚田　電太郎くん

　　　　　　　　　　　　　元・ちい子さん長男
　　　講　　．　　　．　　　　　（川治上町1）

　あばれん暴将軍が大好きなんだ。4月からお姉ち

ゃん（麻代子ちゃん）と一諸に保育園に行くのが楽

しみなんだ。新しいカバンもあるよ。サンタがプレ

ゼントしてくれたライブマンと遊ぶのがとってもお

もしろいんだよ。

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

砂趣購撫．天使幼闇

灘

爾翻蜀鱒懸瀬

　節分のようすなんです
よ。大きな赤鬼はおいか

けられて逃げてしまった
んだ。また来ないかな。

　私たちが作ったサツマ
イモを掘っているの。幼
稚園の友達と食べました。

おいしかったよ。

　
　
　
　
（
6
歳
）

松
崎
直
樹
く
ん

騒
羅
響

蕪継

　
　
　
　
　
（
6
歳
）

斉
木
さ
や
香
ち
ゃ
ん

　　心の健康を求めて

一「やればできる」鍛えあい一

．
．
品
グ
ラ
ウ
ン
ド
わ
き
、
雪
の
斜
面
を
二

人
、
三
人
と
競
い
合
っ
て
よ
じ
登
る
子

、
、
馬
場
小
教
育

が
目
ざ
し
て

”
…
い
る
も
の
で

㎜
籠
鮒
、

吊
る
態
度
は
自

ね

r
ー
ー
ー
ー
ー
ー
、

　
　
　
羅
然
で
多
様
な

灘
灘
活
動
の
喜
び

　
　
狸
騒
・
か
ら
生
ま
れ

　
　
　
聾
㌶
循

　
　
耀
仲
間
と
の
ふ

れ
あ
い
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
全
身
を
㎜
㎜

使
い
、
張
り
合
い
つ
く
り
に
力
を
入
れ
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五
回
目
の
健
康
．

　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
校
、
交
通
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
安
全
優
良
校
の
．
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
表
彰
に
あ
ら
わ
㎜
・

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
、
小
柄
な
が
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
粘
り
強
く
な
㎜

わ
と
び
に
夢
中
に
な
る
子
。
鉢
植
え
の
、
㎜

ス
イ
セ
ン
と
語
る
や
さ
し
い
子
も
増
え
｝

て
い
ま
す
。

　
は
ん
あ
い

晶
「
汎
愛
」
へ
の
地
域
住
民
、

か
な
「
お
ね
が
い
し
ま
す
」

き
、
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

　
　
職
員
の

願
い
が
手
づ
．

く
り
環
境
、

マ
ン
ツ
ー
マ
㎜

ン
指
導
と
な
“
一

っ
て
実
を
結

ぼ
う
と
し
て
㎜

い
ま
す
。

晶
は
た
め
く
、
w

校
名
　
旗
㎜

の
下
　
校
㎜

門
の
あ
た
り
㎜

か
ら
、
き
ょ
㎜

う
も
さ
わ
や

の
声
が
響
㎜

9とおガ夢3平成元年3月10日
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　　　十日町中学校
知性と気迫に富み自主的で

社会性豊かな生徒になろう

晶
十
中
に
勉
学
の
気
風
を

　
創
立
四
十
周
年
で
は
、
新
プ

ー
ル
を
は
じ
め
、
設
備
を
充
実

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地

域
・
O
B
の
方
々
の
期
待
に
応

え
よ
う
と
、
生
徒
会
は
「
学
習

規
律
確
立
運
動
」
を
行
っ
て
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

50㍍公認プールでは

夏休み中も明るい笑

顔でいっぱいです。

意欲的に学

習に取り組

んでいます。

晶
汗
ま
み
れ
で
燃
え
た
若
人

　
廃
品
回
収
で
は
汗
を
流
し
て

働
き
、
そ
の
収
益
金
で
三
軍
対

抗
体
育
大
会
を
行
っ
て
炎
の
ご

と
く
燃
え
ま
し
た
。

地域の人たちの協力を

得て多くの収益をあげ

ることができました。

全力で競技し＼声をか
らして応援しました。

あの解団式は一生忘れ

られません。

晶
充
実
し
た
生
徒
会
活
動

　
生
徒
会
集
会
を
毎
週
行
い
、

委
員
会
活
動
を
活
発
に
し
ま
し

た
。
日
常
活
動
を
バ
ネ
に
し
て

ど
の
行
事
に
も
全
校
生
徒
が
積

極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

※
昭
和
62
年
4
月
1
0
日
号
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
よ
り
」

　
今
月
の
馬
場
小
（
9
警
）
、
十
日
町
中
で
一
巡
し
ま
し
た
。
4
月
か
ら
、

　
お
い
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

それぞれの思い出を胸にまとめて

総会に臨み＼来年度への意欲を新

たにしました。よ
そ

窃
＊
卿
＊
5
＊
信

市
役
所
は
盈
田
1
3
1
1
1
（
〒
9
4
8
千
歳
町
3
f
3
）
で
す

全
国
ス
キ
ー
大
会
で
入
賞

全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
（
2

月
7
～
9
日
　
富
山
県
大
山
町
）

・
嬢
男
子
リ
レ
i
▼
3
位
”
小
嶋

高
則
（
下
条
中
3
年
、
新
潟
県

代
表
）

全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

（
2
月
9
～
1
3
日
　
青
森
県
大

鰐
町
）

・
窺
男
子
距
離
1
5
㎞
▼
7
位
H
大

嶋
次
郎
（
十
日
町
高
校
3
年
）

窺
女
子
距
離
1
0
㎞
▼
8
位
“
桑

原
弥
生
（
十
日
町
高
校
3
年
）

・
窺
男
子
リ
レ
ー
▼
7
位
“
十
日

町
高
校
（
村
山
敦
史
、
星
野
一

夫
、
大
嶋
次
郎
、
山
本
秋
彦
、

高
橋
哲
成
、
金
沢
治
人
）

窟
女
子
リ
レ
ー
▼
3
位
口
十
日

町
高
校
（
春
日
恵
美
子
、
桑
原

弥
生
、
山
内
京
子
、
中
沢
利
恵

子
、
関
口
満
恵

窺
女
子
回
転
▼
7
位
“
倉
沢
明

里
（
十
日
町
実
業
高
校
3
年
）

国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
（
2

月
1
9
～
2
2
日
　
北
海
道
旭
川
市
）

・
嬢
少
年
女
子
距
離
5
㎞
▼
7
位

“
山
内
京
子
（
十
日
町
高
校
1

年
Y
窺
男
子
リ
レ
i
▼
3
位
”

大
嶋
次
郎
（
新
潟
県
代
表
）
渡

部
忠
夫
（
十
日
町
実
業
高
校
2

年
、
薪
潟
県
代
表
）
窟
成
年
女

子
大
回
転
1
部
A
▼
8
位
H
本

間
菱
（
十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）

3
月
の
体
育
施
設

　
　
無
料
開
放
日
は

　
　
　
2
6
日
出
で
す

63
年
度

年
間
使
用
券
の

有
効
期
限
は

3
月
31
日
で
す

　
平
成
元
年
度
分
の
申
し
込
み

は
4
月
1
日
ω
か
ら
始
め
ま
す
。

お
得
な
年
間
券
で
体
力
づ
く
り

を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
年
間
使
用
」
①
許
可
の
期

間
は
2
ヵ
年
度
以
上
の
会
計
年

度
に
わ
た
り
ま
せ
ん
。
②
期
間

計
算
で
、
ひ
と
月
に
満
た
な
い

場
合
は
ひ
と
月
と
し
ま
す
。

施　　　設　　　名 一般、高校生 中学生以下

屋
　
　
　
内

総　合　体　育　館

市　民　体　育　館

武　道　館　共通

4カ月券

6　ノノ

／2　刀

　800円

／，200円

2，000円

　400円

　600円

1，000円

市民スポーツハウス

ワックスルーム
4カ月券 600円 300円

屋
　
　
外

信濃川運動公園サッ

カー場

庭　　　球　　　場

陸　上　競　技　場

4カ月券

8　刀

　700円

／，200円

350円

600円

㌧
－
一
一
一
三
一
≡
Σ
一
…
冒
・
…
一
一
三
一
一
一
一
一
．
…
…
．
…
…
．
…
一
一
冒
一
…
一
一
冒
。
…
…
一
…
一
一
一
．
…
一
一
冒
一
一
≡
一
F

㎜
止
△
五
　
会
㎜

“・

ン
中
は
。
大
㎜

㎜
ぺ
が
窮
ン
七

…
ル
会
ガ
ア
ペ
ス
㎜

㎜
ア
大
彫
．
L
ル
　
㎜

署
一
当
ジ
ア
㎜

㎜
鐸
鯉
鍛

f
≡
一
7
…
≡
・
…
一
。
甲
■
…
一
一
7
…
＝
三
5
3
7
…
3
Σ
＝
一
一
三
一
≡
Σ
一
≡
三
馴
一
＝
7
…
…
■
昌
一
一
一
㍉

　
　
み

短
期
水
泳
教
室

■
と
　
き
　
3
月
2
7
日
㈲
～
4

月
！
日
ω
の
6
日
間
、
午
前
m

時
～
正
午

■
対
象
4
～
1
4
歳

■
定
　
目
貝
　
7
0
人

■
会
　
費
　
5
千
円
（
会
員
4

千
円
）

■
申
し
込
み
　
3
月
2
6
日
⑲
ま

で
に
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
（
盈
5
8
　
3
3
4
3
）
へ
。
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
　
ロ
　
　
　

『
ヤ
、
レ
ゲ

カ
ル
チ
ャ
D
＆

　
　
　
　
ヘ
ル
シ
D
』

■
受
講
資
格
　
市
内
に
居
住
、

勤
務
す
る
1
8
歳
か
ら
3
0
歳
ま
で

の
未
婚
の
青
少
年
男
女
。

■
申
し
込
み
　
3
月
1
5
日
困
か

ら
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
盈
5
7

　
8
9
1
8
）
で
受
け
付
け
ま

す
。
申
込
時
に
保
険
料
㎜
円
、

利
用
者
協
議
会
費
鋤
円
を
納
め

て
く
だ
さ
い
。

講座名 花　道　A 花　道　B 茶　　　道 料　　　理 きもの着付 テ　　ニ　　ス ジャズダンス＆エアロビクス

期　　間 4目～3月 4月～3月 4月～3月 4目～3月 4月～1／目 5月～7月 5目～7目

曜　　日 第乍第3木曜日第2第4木曜日 毎週目曜日 第／・第3水曜日 毎週金曜Eヨ 毎週木曜日 毎週目曜日

時　　間 夜　6　日寺30分～　9　日寺 夜7時30分～9時30分 夜7時～9時

募集人数 30名 30名 15名 20名 20名 20名 30名

教材賛ほか 月2，300円 目2，300円 年額9，000円 年額12，000円 8カ月7，000円 3力目2，000円 3ヵ月2，000円

講師（敬称略） 太田千代子 太田干代子 徳永久美子 高梨泰子 生越美佐子 渡辺　淳一 大口　悦子
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国
民
年
金
保
険
料
4
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　
4
月
か
ら
、
国
民
年
金
保
険

料
が
月
額
7
千
㎜
円
か
ら
8
千

円
に
な
り
ま
す
。
付
加
保
険
料

は
、
月
額
姻
円
で
変
わ
り
ま
せ

ん
。　

前
納
す
る
と
お
得
で
す

　
4
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で
の

一
年
分
の
保
険
料
を
、
4
月
2
8

日
ま
で
に
納
め
る
と
次
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。

◎
定
額
保
険
料
の
人
は
、
年
額

9
万
6
千
円
の
と
こ
ろ
、
9
万

3
千
枷
円
に
な
り
、
2
千
謝
円

安
く
な
り
ま
す
。

◎
定
額
と
付
加
保
険
料
の
人
は
、

10

万
㎜
円
の
と
こ
ろ
、
9
万
8

千
謝
円
に
な
り
、
2
千
蜘
円
安

く
な
り
ま
す
。

　
前
納
を
希
望
す
る
人
は

　
3
月
2
8
日
㈹
ま
で
に
年
金
係

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
電

話
で
も
よ
い
）
．

　
昭
和
63
年
度
以
前
か
ら
前
納

し
て
い
る
人
は
、
前
納
扱
い
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
に

　
　
　
加
入
し
て
い
ま
す
か

　
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
農
業

や
商
工
業
な
ど
の
自
営
業
者
の

人
は
「
第
1
号
被
保
険
者
」
で

す
。
国
民
年
金
に
加
入
し
て
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
保
険
料
を
納
め
な
い
で

い
る
と
年
金
が
も
ら
え
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
年
金

係
（
盈
内
線
幽
・
獅
）
へ
。

庭
野
日
敬
先
生
名
誉
市
民
称
号
授
与
式

　
昨
年
9
月
議
会
で
庭
野
日
敬

先
生
に
名
誉
市
民
の
称
号
を
お

贈
り
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。　

先
生
は
、
菅
沼
出
身
の
偉
大

な
宗
教
家
で
あ
る
と
同
時
に
、

世
界
の
平
和
指
導
者
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
名
誉
市
民
の
称
号

授
与
式
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
4
月
2
日
㈹
午
前

n
時
～
正
午

■
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

（
学
校
町
1
）

会
め
篇
雛
筋

演　　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

講　
　
　
P
T
A
が
な
す
べ
き
こ

　
　
　
と
は
何
か
。

別
■
と
き
3
月
皆

特
空
後
7
時
－
9
時

器
鮭
ろ
＋
日
町
市

■
テ
ー
マ
　
“
い
ま
親
に
何
が

求
め
ら
れ
て
い
る
か
”

■
講
師
堀
恒
一
郎
先
生

（
国
学
院
大
学
教
授
）

談
さ
懸
に
お
い
で
く
だ

相
・
と
き
3
晶
日

康
㈹
午
後
－
時
3
。
分
～
3

　
　
　
時

健
■
と
こ
ろ
＋
日
町
保

の
健
所
（
塚
原
町
）

心
誰
蹴
鞭
師

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
保
健

所
（
盈
5
7
！
2
4
0
0
）
ま
た

は
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

（
盈
内
線
㎜
）
へ
。

　
　
　
■
と
　
き
　
4
月
～
m

室
月
（
開
講
式
は
4
月
2
・

教
日
學
定
、
午
後
－
時

気
3
。
分
～
4
時
）

　
　
　
■
と
こ
ろ
　
東
北
電
力

電
㈱
＋
日
町
墓
所

人
．
内
容
電
気
の
知

婦
野
饗
習
施
設

■
受
講
料
　
千
円
（
材
料
費
）

■
申
し
込
み
　
3
月
3
1
日
㈹
ま

で
に
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
（
智
5
2
1
3
1
0
7
）
へ
。

禺第3回健康まつり病
院
長
・
上
村
正
子
先
生

涯
現
役
は
健
康
か
ら
」

減
塩
み
そ
汁
試
飲

自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

の
部
／
エ
リ
ア
ド
ウ
2
1
・
関
口

陽
子
先
生
「
や
っ
て
い
ま
す
か

健
康
づ
く
り
」

■
そ
の
他
　
午
前
1
0
時
に
先
般

行
っ
た
「
万
歩
計
を
活
用
し
て

の
健
康
づ
く
り
事
業
」
の
結
果

の
発
表
と
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

　
飛
渡
地
区
公
民
館
と

保
健
衛
生
課
で
は
、
次

の
と
お
り
「
健
康
ま
つ

り
」
を
開
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
3
月
1
9
日

⑭
午
前
1
0
時
～
午
後
3

時
■
と
こ
ろ
　
飛
渡
地
区

公
民
館

容
　
午
前
の
部
／
上
村

　
　
　
　
　
　
　
「
生

　
　
　
　
　
　
正
午
／

　
　
　
　
（
昼
食
は
各

　
　
　
　
　
　
　
午
後

免
税
証
を
交
付
し
ま
す

農
業
用
軽
油

　
免
税
証
を
次
の
と
お
り
交
付

し
ま
す
。
当
日
に
来
所
し
な
い

と
交
付
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

層
と
　
き
　
3
月
2
3
日
㈲
午
前

9
時
～
午
後
4
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
総
合
庁
舎

■
必
要
書
類
　
①
印
鑑
（
共
同

使
用
の
場
合
は
全
員
の
印
鑑
）

②
免
税
軽
油
使
用
者
証
③
耕
作

面
積
証
明
書
（
農
業
委
員
会
で

証
明
を
し
ま
す
）
④
上
記
の
ほ

か
、
新
規
お
よ
び
機
械
の
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
使
用
機
械

の
証
明
書
～
（
所
有
証
明
書
、
借
用

証
明
書
）
ま
た
は
納
品
の
写
し

■
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
十
日

町
財
務
事
務
所
（
盈
5
7
1
5
5

1
2
）
へ
。

■アマチュア無線の楽しみ方

①海を越えた海外の友達と交信

する。

②コンピュータやファックスを

使ってデータ画像を交換する。

③衛生通信を楽しむ。

④無線機やアンテナを作る。

これらの活動記録を展示中。

　
　
　
　
で
は
）

　
　
　
　
ま
日
す

間
D
脇
嬰
　
雛

の
醐
曇
休
鎌

　
　
（
3
ー
　
難
麟

季
階
き
鶴
鶴

寸
館
と

彩
．
難

　
　
　
鍵
欝

交通安塗宇ヤンペーン一
一

■融雪期の交通事故防止

　①スピード、酒酔い運転などによる事

　　故が多発しています。

　②私たちは絶えず、“人を思いやった

　　運転”を心がけなければなりません。

　　“まごころ運転”を強く訴えます。

2月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成元年 4（14） 5（17） 0（0）

昭和63年 5（8） 6（11） 0（0）

川西町
津南町
中里村

平成元年 10（12） 13（16） O（0）

昭和63年 2（7） 4（11） O（0）

計
平成元年 14（26） 18（33） O（O）

昭和63年 7（15） 10（22） 0（O）

　　　　春先になると気持ちが

　　　　　2月8日㈱正午国道117号線

本町2で、停止中の軽貨物車に、前方不注

意の軽貨物車が追突し、重傷を負うとい

う事故が発生しています。

　ドライバーの皆さん、うっかり事故を

起こさないようにご注意ください。

ユユと∂監ガ夢3平成元年3月10日



　市史編さん室　⑳⑳
　　謙輔i灘臨．

臨
欝

の大ブ大黒

大
黒
沢
集
落
の
北
端
に
あ
る
鎮
守
様

　
や
は
な
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ち
ま
ん
だ
い
じ
ん
ぐ
う
　
　
ご
う
し

（
矢
放
大
明
神
と
八
幡
太
神
宮
が
合
祀

さ
れ
て
い
る
）
の
境
内
に
、
一
本
の
大

ブ
ナ
が
繁
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ブ
ナ
の
大
木
は
、
樹
高
約
三
十

屑
、
枝
下
約
十
八
屑
、
胸
高
直
径
八
十

六
紬
．
、
樹
齢
は
お
よ
そ
二
百
五
十
年
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゃ
そ
う

推
定
さ
れ
る
。
樹
容
は
、
社
叢
を
構
成

す
る
ス
ギ
に
囲
ま
れ
て
よ
く
見
え
な
い

の
が
、
樹
冠
部
は
羽
根
川
橋
か
ら
遠
望

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ブ
ナ
は
、

　
　
　
　
　
日
本
列
島
の
温
帯

に
分
布
す
る
が
、
北
は
北
海
道

　
お
し
ま

の
渡
島
半
島
か
ら
本
州
の
主
と

し
て
日
本
海
側
に
広
が
り
、
四

国
、
九
州
で
は
千
麿
以
上
の
高

地
に
見
ら
れ
る
。
よ
く
生
育
し
、

樹
高
が
三
十
揖
に
達
す
る
地
域

は
、
山
形
・
福
島
・
新
潟
な
ど

の
豪
雪
地
帯
に
一
致
す
る
。

　
そ
の
昔
、
大
黒
沢
の
集
落
は
、
小
黒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
ん
じ
　
ひ

沢
と
の
間
の
原
に
あ
る
梵
字
碑
（
市
文

化
財
指
定
）
と
栗
選
果
場
（
旧
黒
沢
分

教
場
）
の
間
に
位
置
し
て
い
た
ら
し
い

と
い
う
（
志
賀
雅
夫
氏
の
話
）
。
と
す

　
　
　
　
　
　
や
し
ろ

れ
ば
、
鎮
守
の
社
は
東
の
村
は
ず
れ
に

あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
集
落
は
、

国
道
一
一
七
号
線
で
東
西
に
二
分
さ
れ

て
い
る
が
、
西
側
の
集
落
に
は
大
戦
後

し
ば
ら
く
の
間
、
見
事
な
ブ
ナ
林
が
あ

っ
た
。
樹
齢
は
百
五
十
年
く
ら
い
の
更

新
林
で
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
、
背
後

の
山
か
ら
続
い
た
ブ
ナ
林
の
名
残
り
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
鎮
守
の
大
ブ
ナ
は
、
境
内
に
あ
っ
た

た
め
、
そ
の
つ
ど
伐
採
を
免
れ
て
今
日

ま
で
生
き
の
び
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
大
ブ
ナ
は
、
高
さ
、
太

さ
、
樹
齢
な
ど
十
日
町
市
内
で
は
最
大

の
サ
イ
ズ
を
も
ち
、
中
魚
沼
郡
内
に
も

人
里
で
こ
れ
に
優
る
も
の
は
少
な
い
と

思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥幹は灰色、新緑の若芽は美し㌧

　
●
一
．
へ

0
●
＝
　
　
　
6

　
　
　
　
　
7

　
　
　
＝

▲
一
冒

道
路
の
美
観
を

　
　
支
え
る
裏
方
さ
ん

　
　
　
吉
田
敬

　
　
　
　
　
（
千
歳
町
1

毎
朝
、

一51一
三
さ
ん

69
歳
）

　
　
　
　
四
時
ご
ろ
か
ら
八
時
ご
ろ
ま

で
山
本
高
山
線
（
市
役
所
通
り
）
の
清

掃
を
始
め
て
二
十
年
に
な
る
吉
田
さ
ん
。

「
舗
装
さ
れ
た
道
路
に
わ
き
か
ら
石
こ

ろ
や
砂
利
が
飛
び
込
ん
で
見
苦
し
か
っ

た
の
で
」
と
そ
の
き
っ
か
け
を
。

　
「
初
め
は
家
か
ら
こ
じ
き
み
た
い
な

か
っ
こ
う

格
好
で
出
る
の
で
人
目
を
し
の
ん
で
出

か
け
ま
し
た
ね
。
も
う
平
気
で
す
」
と

お
だ
や
か
な
話
し
ぶ
り
に
温
か
さ
を
感

じ
ま
す
。

　
砂
、
砂
利
に
加
え
、
空
か
ん
・
イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
の
容
器
。
時
に
は
あ
り

が
た
く
な
い
犬
や
猫
の
ふ
ん
も
あ
っ
て

　　　鯉i　　・ミ鵬　　i宅灘　灘　群．驚襯　　　　　鱗i　　　一　　　燃　　灘ミ　繍　・麟欄・蝋韻

「
な
ぜ
、
こ
う
も
捨
て
る
の
か
」
と
憤

り
を
覚
え
、
怒
る
日
も
あ
る
そ
う
で
す
。

「
今
は
ゴ
ミ
袋
一
つ
で
済
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
一
輪
車
と
じ
ょ
り
ん
を

持
っ
て
出
か
け
、
高
ボ
ウ
キ
が
三
日
と

持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
ね
」
。

　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
人
、
長
距
離
ト
ラ

ッ
ク
の
運
転
手
に
「
ご
苦
労
さ
ま
で
す
」

と
元
気
づ
け
ら
れ
る
こ
と
、
　
「
お
前
さ

ん
、
何
ん
で
こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ら
ん

だ
の
。
そ
ん
な
に
気
に
な
り
ま
す
か
」

と
軽
べ
つ
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
話

し
ま
す
。
　
「
丈
夫
の
限
り
続
け
た
い
」

と
い
う
吉
田
さ
ん
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ロ
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撚
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垂
た
だ
い
ま
、
平

　
　
　
　
　
・
．
　
　
成
元
年
市
議
会
第

　
　
　
　
、
．
、
　
　
一
回
定
例
会
が
開

　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
会
中
で
、
新
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
予
算
案
な
ど
が
審

議
さ
れ
て
い
ま
す
。
予
算
は
私
た
ち
市

民
み
ん
な
の
台
所
で
す
の
で
、
市
報
4

月
m
日
号
で
で
き
る
だ
け
詳
し
く
、
か

つ
分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

垂
昭
和
六
十
三
年
度
も
今
月
で
終
わ
り
。

市
報
は
年
度
ご
と
に
編
集
方
針
を
立
て

て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
声
（
顔

写
真
と
一
緒
）
を
と
り
上
げ
る
、
小
さ

な
子
供
た
ち
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広

い
話
題
を
紹
介
す
る
、
分
か
り
や
す
い

文
章
に
す
る
と
い
っ
た
、
方
針
で
発
行

し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。

　
新
年
度
も
方
針
は
同
じ
で
す
が
、
新

し
い
企
画
も
で
き
れ
ば
な
と
、
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
正
直
い
っ
て
文
を

つ
く
る
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
気
持

ち
も
あ
り
ま
す
が
、
　
「
お
や
、
四
月
は

少
し
変
わ
っ
た
な
」
と
感
じ
ら
れ
る
市

報
を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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齢糖妙自然

フクジュソウ⑳

　山地の土手や草原に見られる多

年草です。3月から5月ごろ、雪

解けとともに黄色の美しい花を咲

かせます。花は日光を受けると開

き、日が沈むと閉じます。貧弱な

苗では1個の花しかっけませんが、

大きく育った苗は枝分かれをして

数個の花をつけます。

　花が咲き終わると、茎や葉は生

長して長さ20享ンほどになります。

　寒さに強く、新年（春）を祝う花

として用いられるのでフクジュソ

ウと名づけられました。
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